
　

 

　　　　　　　　　　　　　　　

実行委員会での主な取組

○サミット開催に向けた準備

・サミット開催の意義・テーマ・内容の決定・スケジュールやタイムテーブルの確認・サミット当日の役割分担と準備

○サミット開催後の取組推進

・各学校の取組推進に向けての協議　・平成３０年度の取組内容について協議

　

 

ネット問題に対する児童・生徒の主体的な取組の推進 資料２－２ 

「高知家」児童会・生徒会サミット実行委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　「高知家」児童会・生徒会サミットは10/29実施予定であったが、台風のため未実施

「高知家」児童会・生徒会サミットの内容の波及
　
サミットで実施予定であった内容（サミットの取組や実行委員からのメッセージ
等）をＤＶＤにまとめ、各学校に周知することで各学校の取組を推進する

いじめやネットの問題の解決に向けて、児童生徒が主体となった取組をいっそう進めるため、県内学校の児童会・生徒会代
表者が集まり、実践交流や協議を行う「高知家」児童会・生徒会サミット（以下「サミット」）の開催に向けてサミットの企画や
運営等を行う。

児童生徒表彰の場でいじめやネットの問題の解決に向けた実行委員会の取組
を紹介し、児童会・生徒会が主体となった取組を促進するよう呼びかける

★サミットで実施予定であった内容（サミットの取組や実行委員からのメッセージ

　等）をＤＶＤにまとめ、各学校に周知することで各学校の取組を推進する

◆実行委員からの基調発表・積極的な取組を行っている学校の実践発表・青少年保護

　育成条例の改正内容について

◆自校の実践について振り返る場を提案

「課題に感じていること」「学校や友だち、家庭での取組や必要なこと」　　　　

「今後、児童会・生徒会として自校で取り組みたいこと」

◆サミット宣言案を紹介し、市町村版サミット宣言の作成を提案

★左記ＤＶＤの内容を中心として直接参加者に対し、周知啓発を実施

　【主な実施内容】

・いじめの定義や高知県のいじめの状況（ネットいじめを含む）や課題についての説

　明、子ども達自身でいじめについて考え、取り組むことの意義、これから進むべき

　方向性の提案を基調発表・サミット宣言で呼びかける

・クイズや劇を用いて、いじめ（ネットいじめを含む）についての理解を深める

・全校集会等で全児童・生徒に左記ＤＶＤの内容を周知すること、学校全体でいじめ

　（ネットいじめを含む）やネット問題についての取組推進を呼びかける

　　　　　　　　　　　　　　　

児童会・生徒会を中心とした各学校の主体的な取組の推進

いじめ等の課題に取り組む実行委員会「児童生徒会援隊」

　いじめやネットの問題解決のための児童生徒の主体的な取組を推進することを目的として、実践交流や協議を県内の学校・市町村単位、ブロック単位、全県の３年サイクルで
実施する。平成３０年度は学校・市町村単位で開催するように呼びかけ、児童生徒や教員、市町村教育委員会等による企画や運営体制を整えるために支援する。併せて、県内
に呼びかけ召集した実行委員会が県内の取組を集約し情報配信したり、活動のモデルとして支援をする。

資料２－３

※　「高知家」児童会・生徒会サミットは台風のため未実施


